
8 月 19 日（月） 

わたしはずっとあなたを、わたしと親しくなるように招いて

いる。 

あなたがどれだけ深く、どれだけ広くわたしを必要としてい

るか、わたしは知っている。 

わたしからさまよい出たときのあなたの想いのむなしさも、

読みとることができる。 

わたしはあなたの魂に休息を与えるだけではなく、あなたの

心と身体を回復させる。 

あなたがわたしにさらに充足感を見出すようになるにつれ

て、ほかの楽しみはしだいに重要度が薄れてくる。 

わたしを親しく知ることは、あなたの内に自分だけの喜びの

泉をもつようなものだ。 

この泉は、わたしの恵みの王座から豊かにあふれ出ている。

だから、あなたの喜びは状況に左右されない。 

わたしのもとで静かに待つことで、あなたはわたしとのつな

がりを保ち、わたしが与えるものすべてに気づく。 

何か欠けているものがあると感じたら、あなたの注意をわた



しに向け直しなさい。そうすればあなたは、人生のいかなる

瞬間にもわたしに信頼できるようになる。 

+:-:+:-:+:-:+:-:+:-:+:-:+:-:+:-:+:-:+:-:+:-:+:-:+:-:+:-+:-+:-+:-+:-+ 

詩篇 131:2  

まことに私は私のたましいを和らげ静めました。乳離れした

子が母親とともにいるように乳離れした子のように私のた

ましいは私とともにあります。 

詩篇 21:6  

あなたはとこしえに彼に祝福を与え御前で喜び楽しませて

くださいます。 

詩篇 37:7  

【主】の前に静まり耐え忍んで主を待て。その道が栄えてい

る者や悪意を遂げようとする者に腹を立てるな。 

 


